
の助言などの支援を行う「巡回支援専門員」の派遣に対し財政支援を行い、地域における発
達障害児者に対する支援体制の充実を図っている。さらに、2020年度より発達の気になる子
などに対し切れ目ない支援を継続的に実施するために戸別訪問等を実施し、より一層の早期
対応に努めている。

⑥　人材の育成
　都道府県等においては、2016年度から、発達障害における早期発見・早期支援の重要性に
鑑み、最初に相談を受け、又は診療することの多い小児科医などのかかりつけ医等の医療従
事者に対して、発達障害に関する国の研修内容を踏まえ、発達障害に対する対応力を向上さ
せるための研修を実施し、どの地域においても一定水準の発達障害の診療及び対応が可能と
なるよう医療従事者の育成に取り組んでいる。

⑦　発達障害の診断待機解消
　厚生労働省では、2018年度から「発達障害専門医療機関ネットワーク構築事業」において、
都道府県等が発達障害に関する医療機関のネットワークを構築し、発達障害の診療や支援を
行う医師等を養成するための実地研修等を実施することを支援している。

■図表４-13　発達障害専門医療機関ネットワーク構築事業

資料：厚生労働省

拠点となる医療機関以外の
専門性を有する医療機関

発達障害専門医療機関ネットワーク構築事業
【事業概要】
発達障害の専門的医療機関の確保を目的として、発達障害の診療・支援ができる医師の養成を行うための実地研修等

の実施や医療機関の研修実施のコーディネートを行う発達障害医療コーディネーターの配置を行う。

＜事業イメージ＞

都道府県・指定都市

発達障害児者とその家族

指定

地域の医療機関
（開所して間もない医療機関や発達障害に関する患者が多い医療機関 等）

※医療機関によっては、かかりつけ医等発達障害対応力向上研修も併せて受講

発達障害医療コーディネーター

①医療機関の研修実施のコーディネート

②医療機関同士の研修会実施

③当事者・家族に対して適切な医療機関
の紹介

一部
委託可

地域の拠点となる
医療機関

（高度な専門性）
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